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Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ひ
ま

わ
り
生
命
は
３
月
１

日
か
ら
、
利
便
性
向

上
を
目
的
に
、
顧
客

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
か
ら
ウ
ェ
ブ
上
で
「
改

姓
」
「
受
取
人
変
更
」
「
解

約
」
の
手
続
き
が
完
結
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
顧
客
は
時
間
や

場
所
を
問
わ
ず
、
書
類
の
往

来
が
な
く
記
入
ミ
ス
等
も
発

生
し
な
い
ス
ム
ー
ズ
な
手
続

き
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た

同
社
で
は
、
同
日
か
ら
保
険

料
振
替
口
座
の
変
更
手
続
き

に
つ
い
て
利
用
範
囲
を
拡
大

し
、
す
べ
て
の
契
約
で
契
約

者
本
人
名
義
以
外
（
配
偶
者

・
一
親
等
以
内
の
親
族
）
の

口
座
変
更
の
取
り
扱
い
を
開

始
し
た
。

　
ウ
ェ
ブ
手
続
き
の
利
用
の

流
れ
は
、
同
社
ウ
ェ
ブ
サ
ー

ビ
ス
の
総
合
窓
口
「
マ
イ
リ

ン
ク
ク
ロ
ス
」
に
ロ
グ
イ
ン

し
、
「
改
姓
」
「
受
取
人
変

更
」
「
解
約
」
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
手
続
き
を
行
う
と
、
お
よ

そ
10
分
で
手
続
き
が
完
了
す

る
。
「
改
姓
」
は
「
個
人
契

約
（
個
人
事
業
主
契
約
含

む
）
」
「
有
効
中
の
契
約
」

「
旧
日
本
興
亜
生
命
契
約
で

は
な
い
こ
と
」
を
す
べ
て
満

た
す
契
約
、
「
受
取
人
変

更
」
は
「
個
人
契
約
（
個
人

事
業
主
契
約
含
む
）
」
「
契

約
者
と
被
保
険
者
が
同
一
の

契
約
」
「
有
効
中
の
契
約
」

「
旧
日
本
興
亜
生
命
契
約
で

は
な
い
こ
と
」
を
す
べ
て
満

た
す
契
約
、
「
解
約
」
は

「
個
人
契
約
（
個
人
事
業
主

契
約
含
む
）
」
「
解
約
返
戻

金
が
な
い
保
険
種
類
」
「
月

払
契
約
」
「
旧
日
本
興
亜
生

命
契
約
で
は
な
い
こ
と
」
を

す
べ
て
満
た
す
契
約
で
あ
る

こ
と
が
利
用
条
件
と
な
る
。

東
京
海
上
Ｈ
Ｄ

　
東
京
海
上
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
は
３
月
31
日
付
お
よ
び

４
月
１
日
付
で
次
の
役
員
人

事
を
行
う
。

　（
３
月
31
日
）
退
任
（
常

務
執
行
役
員
〈
海
外
事
業
企

画
部
長
〉
）
古
賀
久
展

　（
４
月
１
日
）
常
務
執
行

役
員
〈
海
外
事
業
企
画
部

長
〉
（
常
務
執
行
役
員
）
志

摩
昌
彦
▽
常
務
執
行
役
員

（
常
務
執
行
役
員
〈
経
営
企

画
部
長
〉
）
森
脇
陽
一
▽
常

務
執
行
役
員
（
執
行
役
員

〈
デ
ジ
タ
ル
戦
略
部
長
〉
）

生
田
目
雅
史
▽
執
行
役
員

（
執
行
役
員
〈
保
有
再
保
険

部
長
〉
）
川
本
哲
文
▽
執
行

役
員
〈
人
事
部
長
〉
（
人
事

部
長
）
鍋
嶋
美
佳

◇

共
栄
火
災

　
共
栄
火
災
は
４
月
１
日
付

で
次
の
役
員
人
事
を
行
う
。

　
▽
退
任
（
執
行
役
員
大
阪

支
店
長
）
松
橋
隆
也
▽
執
行

役
員
内
部
監
査
部
長
（
執
行

役
員
業
務
品
質
部
長
）
佐
藤

俊
一

円
を
限
度
に
補
償
の
対
象
と

す
る
。
同
社
で
は
、
賃
貸
住

宅
に
居
住
す
る
高
齢
者
の
増

加
へ
の
対
応
と
し
て
、
２
０

１
７
年
６
月
に
発
売
し
た
新

リ
バ
ッ
プ
ガ
ー
ド
に
お
い

て
、
個
人
賠
償
責
任
補
償
の

被
保
険
者
の
範
囲
を
拡
大

し
、
責
任
無
能
力
者
の
親
権

者
、
法
定
監
督
義
務
者
、
代

理
監
督
義
務
者
（
親
族
に
限

る
）
を
被
保
険
者
に
含
め
、

責
任
無
能
力
者
が
原
因
と
な

っ
た
賠
償
事
故
を
補
償
で
き

る
よ
う
に
し
た
が
、
さ
ら

に
、
「
新
リ
バ
ッ
プ
ガ
ー
ド

α
」
で
は
「
軌
道
上
を
走
行

す
る
陸
上
の
乗
用
具
の
運
行

不
能
」
に
起
因
す
る
損
害
賠

償
責
任
も
補
償
の
対
象
と
し

た
。
個
人
賠
償
責
任
補
償
は

他
人
の
身
体
の
障
害
ま
た
は

財
物
の
損
壊
に
対
す
る
賠
償

の
発
生
を
要
件
と
す
る
こ
と

が
一
般
的
だ
が
、
「
新
リ
バ

ッ
プ
ガ
ー
ド
α
」
で
は
身
体

障
害
や
財
物
損
壊
に
該
当
し

な
い
「
軌
道
上
を
走
行
す
る

陸
上
の
乗
用
具
の
運
行
不

能
」
が
単
独
で
生
じ
て
も
そ

の
損
害
賠
償
責
任
を
補
償
す

る
。

　
同
商
品
の
保
険
料
は
、
募

集
経
費
等
の
削
減
に
よ
り
、

従
来
商
品
に
比
べ
一
部
プ
ラ

ン
で
１
％
か
ら
１
・
５
％
の

引
き
下
げ
を
行
う
。
該
当
の

プ
ラ
ン
の
既
存
の
顧
客
に
つ

い
て
も
、
更
新
契
約
か
ら
引

き
下
げ
た
保
険
料
を
適
用
す

る
。

　
同
社
で
は
14
年
12
月
の
営

業
開
始
時
か
ら
賃
貸
住
宅
入

居
者
向
け
に
保
険
を
販
売

し
、
現
在
保
有
は
お
よ
そ
16

万
件
（
全
種
目
で
23
万
件
）

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

に
契
約
し
た
顧
客
の
保
険
事

故
の
状
況
を
分
析
す
る
と
と

も
に
、
高
齢
化
社
会
の
進
行

に
よ
る
特
有
の
リ
ス
ク
等
を

踏
ま
え
、
補
償
を
拡
充
さ
せ

た
新
商
品
を
発
売
す
る
こ
と

と
し
た
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
17
年
６
月
に
発
売
し
た

新
リ
バ
ッ
プ
ガ
ー
ド
か
ら
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
し
込
む

方
式
を
導
入
し
た
こ
と
等
に

よ
り
募
集
経
費
の
削
減
も
可

能
と
な
り
、
補
償
の
拡
充
と

同
時
に
一
部
プ
ラ
ン
で
保
険

料
の
引
き
下
げ
を
実
現
。
併

せ
て
、
顧
客
フ
ァ
ー
ス
ト
の

観
点
で
、
普
通
保
険
約
款
の

20
カ
所
以
上
に
わ
た
り
、
表

現
の
明
確
化
、
平
易
化
を
行

っ
た
。
同
社
で
は
今
後
も
顧

客
フ
ァ
ー
ス
ト
の
実
現
を
目

指
し
て
、
補
償
内
容
の
充
実

や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
し
て
い
る
。

　
被
災
時
特
別
費
用
保
険
金

は
、
大
型
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪

雨
等
の
災
害
に
よ
り
退
去

し
、
避
難
・
転
居
の
費
用
を

支
出
し
た
場
合
の
補
償
を
拡

充
す
る
も
の
。
避
難
・
転
居

の
費
用
に
つ
い
て
、
従
来
の

商
品
で
は
家
財
の
損
害
保
険

金
の
一
律
30
％
を
支
払
う
事

故
時
諸
費
用
保
険
金
で
補
償

し
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際

に
保
険
金
を
支
払
っ
た
顧
客

の
状
況
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
特
に
水
災
の
場
合
、
損

害
保
険
金
の
額
が
高
額
で
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
退
去

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が

少
な
か
ら
ず
起
き
て
お
り
、

そ
の
場
合
は
避
難
・
転
居
の

費
用
を
事
故
時
諸
費
用
保
険

金
で
は
賄
い
き
れ
な
い
事
態

も
生
じ
て
い
た
。
避
難
・
転

居
の
費
用
の
補
償
に
つ
い
て

は
、
支
払
う
家
財
の
損
害
保

険
金
の
30
％
等
一
定
割
合
を

上
限
と
す
る
、
あ
る
い
は
借

用
戸
室
が
半
損
以
上
被
災
す

る
こ
と
を
要
件
と
す
る
の
が

一
般
的
だ
が
、
「
新
リ
バ
ッ

プ
ガ
ー
ド
α
」
で
は
、
水
災

の
場
合
、
家
財
の
損
害
保
険

金
が
30
万
円
以
上
で
あ
る
こ

と
を
条
件
に
、
実
際
に
発
生

し
た
避
難
・
転
居
の
費
用
が

一
律
の
事
故
時
諸
費
用
保
険

金
を
上
回
っ
た
場
合
は
、
そ

の
差
額
を
20
万
円
ま
で
補
償

す
る
。
ま
た
、
補
償
す
る
避

難
・
転
居
の
費
用
に
は
臨
時

宿
泊
費
用
、
転
居
先
賃
貸
住

宅
の
仲
介
手
数
料
と
礼
金
、

引
越
費
用
だ
け
で
な
く
避
難

・
転
居
先
へ
の
移
動
の
タ
ク

シ
ー
代
も
含
ま
れ
る
。

　
同
保
険
金
の
補
償
例
と
し

て
は
、
家
財
の
損
害
が
30
万

円
、
避
難
・
転
居
の
た
め
に

支
出
し
た
費
用
が
25
万
円
の

場
合
、
従
来
商
品
で
提
供
し

て
い
た
家
財
損
害
保
険
金
30

万
円
、
事
故
時
諸
費
用
保
険

金
９
万
円
の
計
39
万
円
に
加

え
、
被
災
時
特
別
費
用
保
険

金
16
万
円
が
補
償
さ
れ
る
。

　
電
車
等
運
行
不
能
賠
償
補

償
で
は
、
誤
っ
て
線
路
に
立

ち
入
り
、
電
車
等
を
運
行
不

能
に
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と

に
よ
る
損
害
を
１
０
０
０
万

　
第
一
生
命
は
３
月
10

日
、
千
葉
県
印
西
市
に
お

け
る
大
規
模
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
35
億
円
融
資
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
と
発
表
し

た
。
な
お
、
国
内
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
向
け
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

は
、
同
社
初
の
取
り
組
み

だ
と
い
う
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ａ

ｉ
ｒ
Ｔ
ｒ
ｕ
ｎ
ｋ
　
Ｔ
Ｏ

Ｋ
１
）
は
、
敷
地
面
積
約

13
万
平
方
㍍
（
東
京
ド
ー

ム
約
３
個
分
相
当
）
の
土

地
に
７
棟
の
施
設
が
建
設

さ
れ
、
最
大
供
給
電
力
は

３
０
０
メ
ガ
㍗
（
Ｍ
Ｗ
）

を
見
込
む
、
中
国
を
除
い

た
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
最

大
規
模
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

建
設
地
は
、
震
災
リ
ス
ク

の
低
い
強
固
な
地
盤
と
し

て
多
く
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
が
集
積
す
る
千
葉
県
印

西
市
の
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
内
に
立
地
し
て
お
り
、

竣
工
後
に
は
世
界
有
数
の

ク
ラ
ウ
ド
事
業
者
な
ど
が

テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
居
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

　
近
年
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
技
術

革
新
や
通
信
規
格
の
高
度

化
な
ど
を
踏

ま
え
た
、
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
の
需
要

拡
大
、
Ａ
Ｉ

・
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
・
Ｉ
ｏ

Ｔ
用
途
の
サ

ー
ビ
ス
拡
大

を
背
景
と
し

て
、
大
量
の

デ
ー
タ
の
処

理
・
蓄
積
等

を
可
能
と
す

る
通
信
イ
ン

フ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
特

に
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
へ
の

需
要
は
高
ま
っ
て
お
り
、

国
内
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
サ

ー
ビ
ス
市
場
は
年
９
％
以

上
の
高
い
成
長
率
が
維
持

さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
て
い

る
（
Ｉ
Ｄ
Ｃ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
㈱
予
測
）
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
を
受
け
た
テ
レ
ワ

ー
ク
の
浸
透
な
ど
、
ウ
ィ

ズ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推

進
の
た
め
の
基
盤
と
し
て

の
需
要
増
大
も
、
今
後
の

市
場
成
長
を
後
押
し
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
今
回
の
融
資
は
こ
う
し

た
情
勢
を
踏
ま
え
た
も
の

で
、
同
社
で
は
市
場
成
長

が
見
込
ま
れ
る
国
内
外
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
向
け
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
へ
の
参
画
を
通
じ
て
、

安
定
的
か
つ
高
い
収
益
を

期
待
で
き
る
と
す
る
と
と

も
に
、
今
後
も
引
き
続

き
、
低
金
利
環
境
下
に
お

け
る
収
益
力
向
上
に
向
け

て
、
運
用
手
法
の
高
度
化

・
多
様
化
に
よ
る
資
産
運

用
の
高
度
化
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
し
て

い
る
。

千
葉
県
印
西
市
の
大
規
模
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
35
億
円

賃
貸
住
宅
入
居
者
向
け
新
商
品
発
売

被
災
時
の
避
難・転
居
費
用
の
補
償
を
拡
充

電
車
等
を
運
行
不
能
に
し
た
場
合
の
損
害
も
補
償

第一生命

データセンターの全体イメージ（出所：ＡｉｒＴｒｕｎｋ）

改
姓
・
受
取
人
変
更
・
解
約
を
ネ
ッ
ト
完
結
で

保
険
料
振
替
口
座
変
更
手
続
き
利
用
範
囲
も
拡
大

ＳＯＭＰＯひまわり生命

役
員
人
事

　
少
額
短
期
保
険
ハ
ウ
ス
ガ
ー
ド
は
２
０
２
１
年
度
上
期
か
ら
、
新
商
品

「
賃
貸
住
宅
入
居
者
あ
ん
し
ん
補
償
保
険
〔
ペ
ッ
ト
ネ
ー
ム
：
新
リ
バ
ッ

プ
ガ
ー
ド
α
（
ア
ル
フ
ァ
）
〕
」
の
販
売
を
開
始
す
る
。
昨
今
の
自
然
災

害
の
多
発
を
踏
ま
え
、
家
財
の
損
失
が
少
額
で
も
、
退
去
し
た
場
合
は
避

難
・
退
去
の
実
費
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
補
償
を
強
化
し
（
被
災
時
特
別
費

用
保
険
金
）
、
ま
た
、
賃
貸
住
宅
に
住
む
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

等
を
踏
ま
え
、
誤
っ
て
線
路
に
立
ち
入
る
等
に
よ
り
電
車
等
を
運
行
不
能

に
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
損
害
も
補
償
対
象
と
し
た
（
電
車
等
運

行
不
能
賠
償
補
償
）
。
従
来
商
品
に
比
べ
、
一
部
プ
ラ
ン
の
保
険
料
引
き

下
げ
も
行
う
。
な
お
、
補
償
の
拡
充
は
「
新
リ
バ
ッ
プ
ガ
ー
ド
α
」
発
売

と
同
時
に
従
来
商
品
の
契
約
者
に
も
適
用
す
る
。

少額短期保険ハウスガード


